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　校章の図案は、昭和23年4月県立高校に移管されたのに伴い校内公募され、全校投票によって
当時在学中の阿部民雄氏の「鳥海ふすま」を図案化した作品に決まった。その後、若干の色付け
等修正が加えられ現在のものとなったものである。

― 校　章　の　由　来 ―

　校歌は昭和 25 年、当時の職員  小林智彦先生の弟 金子智一氏を通じて、詩人 大木惇夫氏に
作詞を、飯田信夫氏に作曲をしていただいたものである。

― 校　歌　の　由　来 ―
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沿　　革　　の　　概　　要

昭和 2 年 5 月 16 日　　遊佐、稲川、蕨岡、三ヶ村組合立遊佐実業公民学校設立認可
昭和 2 年 6 月 15 日　　飽海郡遊佐村吉出に開校
昭和 9 年 11 月 20 日　　飽海郡遊佐村大字遊佐町字五所馬場 32 に新校舎落成移転
昭和 11 年 12 月 9 日　　学校組合に高瀬村加入
昭和 12 年 12 月 27 日　　校舎全焼
昭和 13 年 12 月 12 日　　新校舎再建落成
昭和 15 年 3 月 31 日　　学校組合に南遊佐村、西遊佐村、吹浦村加入
昭和 22 年 4 月 30 日　　遊佐実業公民学校に遊佐公民中学校の併設認可
昭和 23 年 3 月 31 日　　遊佐実業公民学校廃校
昭和 23 年 4 月 1 日　　山形県立遊佐高等学校設立　5月 5日開校
昭和 25 年 3 月 31 日　　併設遊佐公民中学校廃校
昭和 28 年 3 月 25 日　　山形県立遊佐高等学校に通常課程を設置
昭和 30 年 4 月 1 日　　山形県立遊佐高等学校通常課程の定員を 50 名増加し農業科を設置
昭和 32 年 4 月 1 日　　山形県立遊佐高等学校通常課程の定員を 50 名増加し家庭科を設置
昭和 36 年 4 月 15 日　　遊佐高等学校後援会結成
昭和 36 年 7 月 24 日　　遊佐高等学校振興会結成
昭和 36 年 11 月 9 日　　創立 35 周年記念式典挙行
昭和 37 年 4 月 1 日　　山形県立遊佐高等学校全日制の課程普通科 50 名定員増
昭和 40 年 3 月 20 日　　遊佐町大字遊佐町鶴田 4の 3に校長公舎 80㎡竣工
昭和 40 年 3 月 31 日　　定時制の課程廃止
昭和 40 年 4 月 1 日　　県移管
昭和 41 年 11 月 13 日　　創立 40 周年記念式典挙行
昭和 42 年 3 月 23 日　　柔剣道場 346.5㎡竣工
昭和 42 年 4 月 1 日　　全日制の課程の家庭科を廃止し、生活科を設置
昭和 51 年 1 月 17 日　　校舎改築期成同盟会結成
昭和 51 年 11 月 1 日　　創立 50 周年記念式典挙行
昭和 52 年 4 月 1 日　　全日制の課程の定員を普通科 135 名、生活科 40 名とし、農業科募集停止
昭和 53 年 10 月 17 日　　飽海郡遊佐町字堅田 21－1 の新校舎に移転開始
昭和 54 年 10 月 27 日　　新校舎竣工記念式典挙行
昭和 54 年 10 月 27 日　　前庭寄贈（竣工記念事業委員会寄贈）
昭和 56 年 4 月 1 日　　全日制の課程定員が普通科 129 名、生活科 35 名となる。
昭和 57 年 4 月 1 日　　全日制の課程、普通科 1学級募集休止となり、定員が普通科 90 名、生活科 35 名となる。
昭和 57 年 10 月 12 日　　北校舎竣工記念式典挙行
昭和 58 年 4 月 1 日　　全日制の課程の定員が普通科 135 名、生活科 40 名となる。
昭和 58 年 4 月 30 日　　屋外運動場竣工 13,508.00㎡
昭和 60 年 4 月 1 日　　生活科を園芸家政科に科名変更
昭和 61 年 3 月 24 日　　体育館竣工 1,585.92㎡　廊下 28.27㎡
昭和 61 年 10 月 28 日　　創立 60 周年記念式典挙行
昭和 62 年 11 月 17 日　　芸術教室（芸術・書道）竣工 234㎡
昭和 63 年 4 月 1 日　　園芸家政科募集停止
昭和 63 年 6 月 15 日　　体育館・芸術教室竣工記念式典挙行
平成元年 11 月 8 日　　園芸家政科を閉じる会式典挙行
平成 8 年 6 月 15 日　　創立 70 周年記念式典挙行
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平成 9 年 4 月 1 日　　全日制の課程普通科 1学級減、1学年定員 80 名となる。
平成 18 年 10 月 21 日　　創立 80 周年記念式典挙行
平成 25 年 4 月 1 日　　全日制の課程普通科 1学級減、1学年定員 40 名となる。
平成 27 年 4 月 1 日　　平成 27 年度入学生から全日制の課程総合学科に改編
平成 29 年 6 月 10 日　　創立 90 周年記念式典挙行
令和 2 年 4 月 20 日　　県外志願者受入制度並びに遊佐町自然体験留学制度を活用した遊学生の受け入れを開始

代 氏 名 就任年月日 転退任年月日
公民学校初代 尾 　 形 　 長 　 蔵 昭和 2 年 5 月 18 日 昭和 23 年 1 月 10 日
高等学校初代 田 　 宮 　 徳 　 治 昭和 23 年 4 月 12 日 昭和 32 年 3 月 31 日
二 代 本 　 間 　 寛 治 郎 昭和 32 年 4 月 1 日 昭和 34 年 3 月 31 日
三 代 齋 　 藤 　 　 　 勇 昭和 34 年 4 月 1 日 昭和 37 年 3 月 31 日
四 代 渡 　 部 　 信 治 郎 昭和 37 年 4 月 1 日 昭和 40 年 3 月 31 日
五 代 大 　 室 　 敏 　 中 昭和 40 年 4 月 1 日 昭和 42 年 3 月 31 日
六 代 齋 　 藤 　 宏 　 一 昭和 42 年 4 月 1 日 昭和 48 年 3 月 31 日
七 代 大 　 場 　 與 惣 治 昭和 48 年 4 月 1 日 昭和 53 年 3 月 31 日
八 代 本 　 間 　 良 　 衛 昭和 53 年 4 月 1 日 昭和 55 年 3 月 31 日
九 代 五 十 嵐 　 信 　 男 昭和 55 年 4 月 1 日 昭和 58 年 3 月 31 日
十 代 佐 　 藤 　 堅 之 助 昭和 58 年 4 月 1 日 昭和 62 年 3 月 31 日
十 一 代 遠 　 藤 　 　 　 正 昭和 62 年 4 月 1 日 平成 2 年 3 月 31 日
十 二 代 加 　 藤 　 　 　 稔 平成 2 年 4 月 1 日 平成 3 年 3 月 31 日
十 三 代 志 　 田 　 　 　 元 平成 3 年 4 月 1 日 平成 5 年 3 月 31 日
十 四 代 二 藤 部 　 邦 　 幸 平成 5 年 4 月 1 日 平成 7 年 3 月 31 日
十 五 代 佐 　 藤 　 英 　 治 平成 7 年 4 月 1 日 平成 9 年 3 月 31 日
十 六 代 大 　 場 　 　 　 登 平成 9 年 4 月 1 日 平成 11 年 3 月 31 日
十 七 代 宮 　 澤 　 勝 　 男 平成 11 年 4 月 1 日 平成 14 年 3 月 31 日
十 八 代 畠 　 山 　 重 　 行 平成 14 年 4 月 1 日 平成 16 年 3 月 31 日
十 九 代 山 　 岸 　 文 　 章 平成 16 年 4 月 1 日 平成 18 年 3 月 31 日
二 十 代 田 　 中 　 芳 　 昭 平成 18 年 4 月 1 日 平成 20 年 3 月 31 日
二 十 一 代 成 　 澤 　 　 　 満 平成 20 年 4 月 1 日 平成 23 年 3 月 31 日
二 十 二 代 五 十 嵐 　 栄 　 一 平成 23 年 4 月 1 日 平成 26 年 3 月 31 日
二 十 三 代 鈴 　 木 　 雄 　 二 平成 26 年 4 月 1 日 平成 28 年 3 月 31 日
二 十 四 代 鈴 　 木 　 ま ゆ み 平成 28 年 4 月 1 日 平成 31 年 3 月 31 日
二 十 五 代 池 　 田 　 　 　 理 平成 31 年 4 月 1 日 令和 3 年 3 月 31 日
二 十 六 代 佐 　 藤 　 り 　 か 令和 3 年 4 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日
二 十 七 代 齋 藤 恵 美 令和 6 年 4 月 1 日 令和 8 年 3 月 31 日
二 十 八 代 池 田 貴 之 令和 8 年 4 月 1 日

歴　　代　　校　　長
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〔１〕教育目標
　　�　憲法と教育基本法の精神に沿って全人的な教育を行い、平和で住みよい社会の形成と文化の発展に

貢献できる人間を育成する。

〔２〕教育方針
　　① 一人一人が輝き、いきいきと高校生活を送る生徒の育成に努める。

　　② 学力の定着・向上と進路指導の充実に努める。

　　③ 基本的生活態度を身につけさせ、広い視野と社会性の涵養に努める。

　　④ 心身の健康の増進を図り、何事にも果敢に挑戦する強靭な意思の育成に努める。

〔３〕学校経営方針
　　① 家庭・地域との連携を密にし、地域に開かれた特色ある学校づくりを進める。

　　② 教育目標達成のため、ＰＤＣＡサイクルに基づいた教職員の協働体制づくりに努める。

　　③ 教職員の健康保持・増進と、資質の向上に努める。

〔４〕重点目標
　（１）地域と共にある学校づくりの推進
　　① ふるさとキャリア教育の充実と進路志望の達成

　　② 地域学習の充実及び深化とその成果の発表

　　③ 外部人材の活用と行政や事業所等との連携の推進

　　④ ボランティアの単位認定を活用した地域への貢献

　　⑤ 地域への高校の魅力発信

　（２）魅力ある学校づくりへの適切な対応
　　① 探究型学習の推進による主体的・対話的で深い学びの実現

　　② 地域の教育力や教育資源を活かした特色ある教育活動の推進

　　③ 小規模校の良さを生かした特別活動等の充実

　　④ 地域と連携した学校魅力化による県内外からの生徒募集の推進とその効果の推進

　　⑤ ＤＸハイスクール採択に伴うＩＣＴ環境の整備と活用

《 校　訓 》進んで学び、自ら考え、たくましく行動する

１　教育目標と方針、スクールミッション・スクールポリシー
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　（３）進んで学び、課題に挑戦する意欲を持ち、たくましく行動する生徒の育成
　　① 授業改善と学習習慣の確立による基礎学力の定着と向上

　　② 「Ai GROW」を活用した到達目標の共有と基本的生活習慣の確立

　　③ 心身の健康の確立と特別支援教育の充実

　　④ 通級指導教室の整備と実施

　　⑤ 個別最適および協働的な学習の推進

〔５〕具体的な数値目標
　　① 「わかる・できる」授業を実践するため、年 2回の授業改善旬間を設定する。

　　② 学習に困難が伴う生徒に対して丁寧な支援を行い、欠点科目０を目指す。

　　③ 朝読書を充実・改善し、生徒 1人あたりの年間平均貸出冊数10冊以上を目指す。

　　④ �規則正しい生活や自己管理の大切さを説き、出席率、皆出席者の割合、欠席０（皆勤含む）者の

割合の向上を目指す。

　　⑤ 平素の生徒観察・校内外の情報共有を丁寧に行い、問題行動０を目指す。

　　⑥ 交通安全の意識向上に努め、交通事故を０とする。

　　⑦ キャリア教育の充実を図り、就職内定率100％を目指す。

　　⑧ 目標達成に通じる学力・探究する力を身に付けさせ、進学合格率100％を目指す。
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山形県立遊佐高等学校 スクール・ミッション、スクール・ポリシー

本校に期待される社会的役割（スクール・ミッション）

地域ととともにある高等学校として、少人数学習のもと、地域の教育力や教育資源
を活用する「ふるさとキャリア教育」や長期のインターンシップである「デュアル
実践」等の学校独自に設定した教科等の実践を通して、地域に学び、人や地域社会
との関わりを大切に自分の将来を思い描き、地域を元気にする人間を育成します。

本校における「三つの方針」（スクール・ポリシー）

育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー）
＜このような力を育てます＞
〇 進んで学び、課題に挑戦する意欲を持って、たくましく行動する力を育成します。
〇 故郷を愛する心を持ち、地域社会を発展させる力を育成します。
〇 お互いを思いやる気持ちを持って行動できる豊かな人間性を育成します。

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
＜このような教育活動を行います＞
〇 �地域に学び、地域社会で生きていく力を身につけることができるよう、地元企業
等と連携して長期・短期のインターンシップを実施します。

〇 �故郷を愛する心を持ち、人や地域社会との関わりを大切にする力を身につけるこ
とができるよう、地域体験学習として「ふるさとキャリア教育」を実施します。

〇 �お互いを思いやる気持ちを持って行動できる力を身につけることができるよう、
ボランティア活動等の地域貢献活動や福祉活動を実施します。

〇 �中学校までの学習内容の学び直しを取り入れた学習活動を実施します。

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
＜このような生徒を待っています＞
〇 �総合学科の学習に興味を持ち、自分の目標に向かって学び続ける意欲がある生徒
を募集します。

〇 �故郷の文化や伝統を大切にし、地域を元気にする意欲がある生徒を募集します。
〇 �ボランティア精神があり、他者と協働し地域社会に貢献しようとする生徒を募集
します。
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２　各 年 次 の 目 標 と 方 針
【 1 年 次 】
１　年 次 目 標
　　◦�授業や家庭学習などを通し学習習慣を定着させ、学ぶ意義や達成感、楽しさを感じさせる。
　　◦�基本的生活習慣（挨拶、身だしなみ、時間や期限を守ること等）を確立させる。
　　◦�いじめを防ぎ、自他を尊重しながら互いに成長できる集団を形成させる。
　　◦�「産業社会と人間」の授業と進路学習をリンクさせ、生徒の自己の将来について考えさせる。

２　指 導 方 針
　（１）学習指導
　　◦�授業を大切にし、家庭での学習習慣が定着するように指導する。
　　◦�朝学習、テスト前学習会等を通し、自分の学力や成績に対して意識できる環境を作る。
　　◦�欠点科目０を目指し、学習に困難が伴う生徒や成績不振者に対して、家庭と連携しながら支援を行う。
　　◦�成績優良者３名以上を目指し、成績上位者に対する励ましと意識付けを行う。
　（２）生徒指導
　　◦�高校生としての身だしなみ、態度や言葉遣いなどを意識的に実践させる。
　　◦�小さなことでも保護者と連絡を取り合い、情報や考えを共有しながら問題行動０を目指す。
　　◦�様々な行事を通して他者と関わる機会や場面をつくり、自己理解を深め社会的態度を育成する。
　　◦�ユニバーサルデザインの視点に立ち、生徒の多様な学びの場となる教室環境を整える。
　　◦�いじめアンケートや諸調査、面談などを通して、問題の早期発見と早期解決を目指し、個々と集団

の成長やお互いを認め合う態度の伸長を促す。
　（３）進路指導
　　◦�「産業社会と人間」と進路指導をリンクさせ、自己理解を深めながら進路目標の設定や実現への方

法を学ばせる。
　　◦�進路志望実現に向けた適切な科目選択ができるように、ガイダンスや進路面談を充実させる。
　　◦�年次だよりを発行し、進路情報や年次の進路指導の情報を提供し、家庭との連携を図る。
　　◦�求人票やオープンキャンパス案内など、就職や進学に関する具体的情報を提供する。
　（４）保健指導
　　◦�年間を通して生活リズムを整えることや健康管理や出席することの大切さについて指導し、年間の

皆出席が２０％以上、出席率は９５％以上を目指す。
　　◦�清掃用具の使い方、清掃の仕方、ごみの持ち帰り、学習する教室の整理整頓、清潔な生活の仕方に

ついて指導する。
　（５）その他
　　◦�支援委員会と連携し、個々の生徒の特性や気質をふまえながら必要な指導や支援を行う。

【 ２ 年 次 】
１　年 次 目 標
 （１）�基本的生活習慣（あいさつ・返事、身だしなみ、時間や期限を守る）を徹底させ、高校２年次生と

してふさわしい教養を身につけさせる。
 （２）学力向上や資格取得を目指し、生徒が学習に取り組む習慣を身に付けさせる。
 （３）自他の良さを認め、集団の中で自己の役割や責任を果たすことができるようにする。
 （４）１年次からの進路別学習を、活動を通して深化・具体化できるようにする。
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２　指 導 方 針
 （１）学習指導
　①�平素から教科担当者との情報交換を密にして、生徒一人一人に丁寧な指導を行う。
　②�生徒の学習の積み重ねや成果が見える具体的な進路情報を提供し、３年次の進路実現を意識した動機
付けを行う。

　③�成績優良者３名以上を目指し、成績上位者に対する励ましと意識付けを行う。
　④�欠点科目０（ゼロ）を目指し、学習に困難が伴う生徒や成績不振者に対して、家庭と連携しながら支援
を行う。

　⑤�ユニバーサルデザインの視点に立ち、生徒の多様な学びの場となる教室環境を整える。
 （２）生徒指導
　①�約束と時間を守り、身だしなみを整え、２年次生としてふさわしい態度（あいさつ・返事を含む）や
言動を指導する。

　②�いじめ０（ゼロ）、問題行動０（ゼロ）を目指し、生徒の特性を理解したきめ細やかな支援を行い、平素
の観察、校内外や保護者との情報共有、いじめアンケートの活用を図る。

　③�学校行事、部活動、委員会・係、ボランティア、各種資格取得などの活動の重要性を理解させ、積極
的に取り組ませる。

　④�家庭・学校との連携を図るために、年次便りを定期的に発行して情報提供する。
　⑤�他者との協力関係を築ける力を身に付けさせる。
 （３）進路指導
　①�２年次、３年次と継続的な「総合的な探究の時間」の計画を立て、実行する。
　②�望ましい職業観を育成し希望の進路を実現させることを目標に、デュアル実践、進路ガイダンス、進
路希望調査、進路面談、キャリアカウンセリングを計画的に実施する。

　③�様々な経験を通して、自立的に進路選択できるように指導する。
　④�生徒に就職や進学に関する具体的な進路情報を提供する。
 （４）保健指導
　①�心身ともに健康的な学校生活を送ることを目指し、規則正しい生活や自己管理の大切さを理解させ、
実践させる。　

　②�教室内の整理整頓、持ち物の管理、清掃の仕方や用具の使い方、ごみの持ち帰り、机の中やロッカー
の使用の仕方等、清潔な生活の仕方について指導する。

 （５）その他
　①�修学旅行の事前・事後指導、保護者への説明を丁寧に行い、安全・安心を心掛ける。�
　　また、生徒の体験がより豊かになる旅行を実施する。
　②支援委員会及び外部施設や医療機関とも連携を取り、生徒一人一人を丁寧に支援する。

【 ３ 年 次 】
１　年 次 目 標
 （１）進んで学ぶ態度を身に付けさせ、課題に挑戦する意欲を喚起し、進路目標を実現させる。
 （２）�自他の良さを認め、集団の中で自己の役割や責任を果たすことができるようにし、互いに成長でき

る集団を形成させる。
 （３）�地域と関わり行動できるよう、行動力や人格を育む。

２　指 導 方 針
 （１）学習指導
　①�基本的生活習慣（あいさつ・返事、身だしなみ、時間や期限を守る）を徹底し、自己実現に向けて自
主的に学習する環境をつくる。
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　②�生徒の学習の積み重ねや成果が見える具体的な進路情報を提供し、進路実現を意識した動機付けを行う。
　③�成績優良者４名以上を目指し、成績上位者に対する励ましと意識付けを行う。
　④�欠点科目０（ゼロ）を目指し、学習に困難が伴う生徒や成績不振者に対して、家庭と連携しながら支援
を行う。

 （２）生徒指導
　①�時間を守り、身だしなみを整え、最高年次としてふさわしい態度（あいさつ・返事を含む）や言動を
指導する。

　②�いじめ０（ゼロ）、問題行動０（ゼロ）を目指し、生徒の特性を理解したきめ細やかな支援を行い、平素
の観察、校内外や保護者との情報共有、いじめアンケートの活用を図る。

　③�学校行事、部活動、委員会・係、ボランティア、各種資格取得などの活動の重要性を理解させ、積極
的に取り組ませる。

　④�ユニバーサルデザインの視点に立ち、生徒の多様な学びの場となる教室環境を整える。
　⑤�家庭・学校との連携を図るために、年次便りを定期的に発行して情報提供する。
 （３）進路指導
　①�進路に関わる行事や企画を計画・実践し、合格・内定を勝ち取る実力を身につけ、進路決定率１００％
を目指す。

　②�キャリアパスポートによる年度当初の計画と振返りにより、将来の展望を意識させる。
　③�個々に応じた進路目標実現ができるよう、ガイダンス・面談を充実させる。
　④�進路活動を通じて、自律的な態度を育成する。
 （４）保健指導
　①�心身ともに健康的な学校生活を送ることを目指し、規則正しい生活や自己管理の大切さを理解させ、
実践させる。

　②�清掃の仕方や用具の使い方、教室（机の中、ロッカーを含む）の整理整頓、清潔な生活の仕方につい
て指導する。

 （５）その他
　①�年次ＰＴＡや運転免許取得説明会等では、保護者への説明を丁寧に行い、連携を図っていく。
　②�支援委員会及び外部機関や医療機関とも連携を取り、生徒一人一人を適切に支援する。

３　各 部 の 重 点 目 標
（１）教務キャリア部
◎教務部重点目標
　ア　本校生徒が抱える課題に対して、より適切な対応ができるよう研究を行う
　　◦�基礎学力の定着を図る指導の研究・実践を進める
　　◦�「あたりまえルール」の周知徹底と実践の確認を行い、よりよい学習環境の整備に努める
　　◦�生徒の学びが、より主体的、対話的で深い学びとなるよう、研究・実践を進める
　　◦�ユニバーサルデザインの視点を取り入れた学習環境の整備を進める
　イ　指導力向上のための環境づくりを行う
　　◦�年２回授業改善旬間を設定し、教員相互の授業参観を通して「わかる・できる」授業の実践に取り

組む
　　◦�ＡＩ教材の活用により、生徒一人一人の学力に応じた基礎学力の定着を図る
　　◦�生徒の実情に応じた教育課題をテーマに研修会を実施し、共通理解を図る
　ウ　オープンスクールや中学校での説明会等で広報活動を行い本校の魅力を中学生に伝える
　エ　生徒指導要録の原本の電子化に伴う運用及び管理の業務を円滑に進める
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◎図書部門運営計画
　ア　図書館の整備と利用指導を強化する
　イ　�読書意識の高揚に努め､ 朝読書を充実・改善し､ 生徒１人当たりの年間平均貸出冊数１０冊以上を

目指す
　ウ　図書委員会の自主的活動を活発にする
　エ　図書館及び視聴覚関係設備の円滑な管理運営にあたる

◎庶務部門運営計画
　ア　関係団体との連携を深め、その運営が円滑になされるよう協力する
　イ　式典等については、職員生徒の意見を反映させながらも、できる限り定型化する
　ウ　教育用品の有効活用と学習環境の整備に努める

◎進路指導部門運営計画
　ア　キャリア教育の実践に取り組む
　　◦�キャリアパスポートを活用する
　　◦�「Ai GROW」の活用により生徒の非認知能力の育成を目指す
　　◦�年次間の綿密な連携と教職員間の共通理解（情報の共有化）
　　◦�年次ガイダンスや進路学習の時間、総合的な探究の時間などの活用法を検討
　　◦�インターンシップ内容の充実を図る
　イ　地域・ＰＴＡ・支援機関と連携し、進路指導の充実を図る
　　◦�勤労観・社会性の育成
　　◦�社会に通用する服装・挨拶・返事などのマナー指導
　　◦�報（告）連（絡）相（談）を学校生活のあらゆる場面で指導する
　　◦�卒業生への追指導と企業との情報交換・求人開拓（町内企業、県外・地元企業との連携を密にする）
　ウ　個別指導を充実させる
　　◦�進路指導室の活用促進（資料閲覧、個別相談などで１・２年次は２回以上、３年次は３回以上）
　　◦�生徒の適性・個性の把握
　　◦�面接・作文指導には教職員全員の協力を得て当たる。書類指導、進路面談の実施
　　◦�特別な支援を要する生徒の進路活動を関係機関と連携した指導

（２）生 徒 保 健 部
◎生徒保健部重点目標
　ア　基本的生活習慣の確立
　　◦�遊佐高生ハンドブックの活用を通し、生徒の自律・基本的生活習慣の確立を指導する。
　　◦�必要に応じて集会、面談、家庭訪問、校内外の巡視を行い保護者や本校職員以外の人たちと協力し

て指導を行う。
　　◦�職員週番、応援委員による週番の活動、ＰＴＡとの連携をとりながら、教職員や外来者に対するあ

いさつを推進する。
　　◦�問題行動特別指導者０（ゼロ）を目指す。
　　◦�アンケート調査等から、いじめの早期発見に努め、発生した場合は迅速に学校いじめ防止対策委員

会を開催する。
　　◦�交通安全の意識向上に努め、交通事故０（ゼロ）を目指す。
　　◦�本校の諸規則や規定などを生徒に理解させる。
　イ　諸活動の取り組み　
　　◦�生徒会、部活動、ボランティア活動、地域活動等へ積極的に取り組ませる。
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　　◦�年次、部活動、委員会やグループ毎のボランティアの普及拡大に努める。
　　◦�部活動の活動状況などを把握し、部の再編成等を検討する。
　　◦�生徒会会計の見直しを継続して行う。
　ウ　学校行事と地域連携
　　◦�遊佐高祭等の学校行事の円滑な運営と成功を図る。
　　◦�ＰＴＡおよび地域との積極的な連携により、地域社会への貢献を図る。
　エ　心身の健康
　　◦�保健安全委員会の活動をもとに朝食強化週間を設定する。
　　◦�保健便り、写真ニュース、季節に応じた課題を知らせる。
　　◦�新型コロナウイルス感染症、インフルエンザの流行状況を把握し、適切な対応をとり、流行の予防

に努める。
　　◦�カウンセラーとの連携により、迅速に支援委員会を開催する。
　　◦�特別支援が必要な生徒の情報を適宜提供し、職員の共通理解と生徒への適切な支援を行う。
　オ　構内の安全管理・美化
　　◦�防災調査活動を行い、予防を第一にし、危険の早期発見と校舎用具の保全と管理に努め、安全点検

を実施する。
　　◦�ゴミ処理方法の周知、美化の呼びかけを行う。
　　◦�校内美化週間を設定する。
　　◦�交通安全の呼びかけと立哨活動を実施する。

（３）みらい魅力室
◎みらい魅力室重点目標
　ア　登校環境の充実に取り組む
　　◦�通学タクシーの配車と運用を適宜おこなう
　イ　生徒募集のための町との連携強化
　　◦�町との連絡・調整に取り組む
　　◦�合同説明会への参加
　　◦�オンライン説明会の連絡・調整
　ウ　遊佐高の魅力発信を行う
　　◦�小規模校サミットへの連絡・調整・参加
　　◦�総合学科交流会への連絡・調整・参加
　　◦�学校案内パンフレットの作成と配布
　　◦�ＨＰ掲載の記事が増加するように働きかける
　エ　奨学金の周知・受理・申請の円滑化
　　◦�在学時奨学金についての周知・受理・申請を円滑にすすめる
　　◦�進学時奨学金についての周知・受理・申請を円滑にすすめる
　オ　ＰＴＡ・後援会と連携し、教育活動を円滑にすすめる
　　◦�校内ＰＴＡの開催の企画・周知・実施を滞りなくすすめる
　　◦�校外ＰＴＡの開催の周知と参加体制を築く
　　◦�後援会の開催の企画・周知・実施を滞りなくすすめる
　カ　１００周年記念行事
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４　各 教 科 の 指 導 方 針
（１）　国　　　　　語
　ア　�「わかる授業」に重点を置き、｢話す・聞くこと｣「書くこと｣「読むこと」の三領域に着実な基礎力

をつける。
　イ　�基礎的な言語能力を身につけさせるとともに、作品の読解・鑑賞を行い、ものの見方・感じ方を学

び、思考力や判断力を養う。
　ウ　日本語による表現技術を実践を通しながら学び、目的や場に応じて適切に表現できる力を養う。
　エ　広く言葉や文化に対する興味・関心を高め、豊かな言語生活を目指す態度を養う。
（２）　地　理　歴　史
　ア　指導内容を精選集約し、基礎的・基本的知識と内容の理解と定着を図る。
　イ　視聴覚教材、ＩＣＴ機器、各資史料を活用し、基礎的・基本的知識と内容の理解と定着を支援する。
　ウ　身近にある具体的な教材を活用し地理・歴史に対する関心を高める。
　エ　学習内容と関連させるなどして、新聞学習をとり入れる。
　オ　体験的な学習や調べ学習を導入し、生徒の主体的な学びを促す。
（３）　公　　　　　民
　ア　指導内容を精選集約し、基礎的・基本的知識と内容の理解と定着を図る。
　イ　視聴覚教材、ＩＣＴ機器、各資料を活用し、基礎的・基本的知識と内容の理解と定着を支援する。
　ウ　学習内容と関連させるなどして、新聞学習をとり入れる。
　エ　問題演習等を継続的に実施し、知識を定着させる。
　オ　体験的な学習や調べ学習を導入し、生徒の主体的な学びを促す。
（４）　数　　　　　学
　ア　生徒の実態を把握して丁寧かつ分かりやすい指導をする。
　イ　�基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確かつ能率的に活用する能力を伸ばすように

指導する。
　ウ　問題解決のための思考過程や考え方を重視し、評価できるようにする。
（５）　理　　　　　科
　ア　生徒の実態に即した授業を研究し、基本的知識の定着に努める。
　イ　実験、観察、作業、報告書作成などを通して、生徒に考えさせる授業を展開する。
　ウ　視聴覚機器やＩＣＴ機器を積極的に活用し、理解が深められるよう指導する。
　エ　生徒実験のための器具・設備を充実させ、危険防止対策の整備を図る。
（６）　保　健　体　育
　［体育・スポーツⅠ・スポーツⅡ］
　　ア　運動の楽しさや喜びに触れさせ、生涯を通して継続して運動できる能力を育てる。
　　イ　自己の健康に気づき、基礎体力と運動能力の向上に努める。
　　ウ　各運動領域において、公正、自律、協力、責任等の社会的態度を育てる。
　［保　健］
　　ア　自己の心身の状態に気付き、心身の健康を積極的に保持・増進させる能力と態度を育てる。
　　イ　�自然環境の保全に対する認識を高め、人間をとりまく環境との調和を図りながら健康な生活を実

践できる能力や態度を育成する。
　　ウ　�国民の健康を職業生活や家庭生活の面から理解させ、集団の健康を高めることに寄与する能力と

態度を育成する。
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（７）　芸　　　　　術
　［音　楽］
　　ア　音楽活動の楽しさを体験させ、音楽によって生活を明るく豊かなものにする態度を育てる。
　　イ　歌唱、器楽、創作などの表現活動の中で、基礎力を養いながら自己を表現する喜びを味わわせる。
　　ウ　様々な楽曲に親しませ、鑑賞能力を養うとともに、自己表現に生かす態度を養う。
　　エ　自己のイメージをもち、個性豊かで創造的な表現をするための技能を身につけさせる。
　［美　術］
　　ア　美術の基礎能力を高め、表現する能力を修得し、創造的に表現する態度を養う。
　　イ　制作活動に必要な素材の性質や基礎的な用具の使い方を身につける。
　　ウ　優れた作品に親しませ、鑑賞能力を高めるとともに美術を愛好する態度を養う。
　　エ　美術を通して他の人々とコミュニケーションし、ともに作品を楽しむ心を育成する。
（８）　英　　　　　語
　ア　中学校の既習事項から丁寧に復習し、基礎基本の定着を図る。
　イ　様々な英語を聞いたり読んだりして、内容を理解する能力を養う。
　ウ　日常的な話題や自分自身のことについて、話したり書いたりする能力を養う。
　エ　教材を精選し、生徒に合った指導方法を研究する。
　オ　関連資料や情報を提示して、外国の生活や文化に関心を持ち、尊重する態度を養う。
　カ　実用英語技能検定準２級合格を目標に、学習に計画的に取り組ませる。
（９）　家　　　　　庭
　ア　家庭生活全般に関する知識と技術をしっかりと身につけさせる。
　イ　�広く社会との関連において家庭生活の充実向上を図る態度と能力を養い、創造性豊かな人間の育成

を図る。
　ウ　�ＩＣＴを活用しながら、生徒の興味関心を引き出すとともに、ユニバーサルデザインを取り入れた

授業づくりに努める。
（10）　情　　　　　報
　ア　�コンピュータや携帯電話（スマホ）を使用したトラブルなどの実際例を通じて、情報モラルの規範

意識を身につけさせる。
　イ　身のまわりにある具体的な問題を解決する実習を通し、解決の手順の大切さを体験させる。
　ウ　伝達する情報にはそれに適した提示方法があることを実習を通して理解させる。
　エ　情報の総合的な処理の仕方について実習を通して理解させる。
　オ　情報技術の活用能力の向上を図り、生徒自らの力で自らの考えをまとめられるように指導する。
（11）　商　　　　　業
　ア　簿記の基本原理を理解させ、商取引を正確明瞭に記帳する知識と技術を習得させる。
　イ　ビジネスに関する基礎的な知識や技術を習得させる。
　ウ　ビジネスの諸活動における情報処理の基本を理解させる。
　エ　�ワープロ検定・情報処理検定・文書デザイン検定・簿記実務検定・商業経済検定・文章入力スピー

ド認定の資格検定取得に積極的に取り組ませる。
　オ　�遊佐町内の企業で行われている観光ビジネスについての理解と分析を深め、観光の振興策を考察し

て提案することを適切に取り組ませる。
（12）　産業社会と人間
　ア　�福祉施設訪問やインターンシップなど様々な活動や体験を通して、自己理解を促すとともに健全な

職業観・勤労観を育成する。
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導

齊
藤
、
伊
藤

学
校
保
健
指
導

佐
藤
優
、
後
藤
正

環
境
衛
生
指
導

佐
藤
優
、
後
藤
正

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

佐
藤
優

支
援
委
員
会

後
藤
正
、
佐
藤
優
、
後
藤
美

防
災

後
藤
美
、
齊
藤

総
務

本
間
、
佐
藤
瑞

生
徒
募
集

本
間
、
佐
藤
瑞

広
報

本
間
、
佐
藤
瑞

奨
学
金

本
間
、
佐
藤
瑞

関
係
団
体

本
間
、
佐
藤
瑞
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（2）　各 種 委 員 会 	 （◎印：委員長、○印：主担当）
　
　①　教育課程検討委員会
　　　◎教頭、○教務キャリア部長、各教科主任、担当教務

　②　支援委員会
　　　◎教頭、○特別支援コーディネーター、保健主事、生徒保健部長、教務キャリア部長
　　　当該年次主任・担任

　③　入選対策委員会
　　　◎教頭、○教務キャリア部長、生徒保健部長、５教科主任、担当教務

　④　学校保健委員会
　　　◎校長、○保健主事、教頭、事務長、校医、学校薬剤師、ＰＴＡ会長

　⑤　校内倫理委員会
　　　◎校長、○教頭、生徒保健部長、職場代表

　⑥　「探究・産人」運営委員会
　　　◎校長、○教頭、教務キャリア部長、各年次担当、教育コーディネーター

　⑦　学校いじめ防止対策委員会
　　　◎校長、○生徒保健部長、教頭、教務キャリア部長、養護教諭、当該年次主任・担任

　⑧　DX委員会
　　　◎教頭、○校内ネットワーク担当

　⑨　食育委員会
　　　◎校長、○教頭、生徒保健部長、養護教諭、家庭科主任

　⑩　デュアル実践運営委員会事務局
　　　◎校長、○教頭、商業科、町商工会担当者、家庭科、町産業課担当者、教育コーディネーター

　⑪　遊学生委員会
　　　◎校長、○教頭、町役場担当者、教務キャリア部長、生徒保健部長、各年次から１名
　　　暮らしのコーディネーター、教育コーディネーター
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６　教　　職　　員　　一　　覧
（1）　教 職 員 構 成

校 長 教 頭 教 諭 常 勤
講 師

養 護
教 諭

非常勤
講　師 事務長 事 務

次 長
学 校
司 書

学　校
技能員

特別支援
教育支援員

校 務
補 助

事 務
補 助 計

1 1 10 2 1 5 1 1 1 2 2 1 1 29

（2）　教 職 員 一 覧 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（○印は部長、主任）

No. 職　　名 氏　　名 教科（科目） 分掌部 主任・正副担任 年次 部　顧　問

1 校 長 池田　貴之
2 教 頭 近藤　信司 理科（化）
3 事 務 長 村田　　千
4 教 諭 渡辺まり子 国語 教務キャリア ○ 3年次主任 3 年 美術
5 〃 後藤　美穂 地歴・公民 生徒保健 　 3の 1正 3年 美術
6 〃 高橋　紘人 数学・情報 教務キャリア

（進路指導主事）　 3の 1副 3年 ビジネスライセンス／総合運動
7 〃 舩田　征位 数学・情報 教務キャリア 　 2の 1正 2年 総合運動
8 〃 三宅　国彦 理科（生） 〇教務キャリア 1 年 遊佐みらい
9 〃 佃　　悠帆 保健体育 みらい魅力 2年
10 〃 齊藤　哲也 英語 生徒保健 　 1の 1副 1年 男子バスケットボール
11 〃 佐藤　瑞穂 家庭 みらい魅力 　 1の 1正 1年 ソーラン
12 〃 青山　聡美 商業 教務キャリア 〇 1年次主任 1 年 ビジネスライセンス
13 〃 後藤　正樹 商業 ○生徒保健 2年 陸上競技
14 常 勤 講 師 伊藤　瑞夏 地歴・公民 生徒保健 　 2の 1副 2年 ソーラン／遊佐みらい
15 〃 本間佳津恵 保健体育 みらい魅力 ○ 2年次主任 2 年 男子バスケットボール／陸上競技
16 非常勤講師 畠中　裕之 理科（生）
17 〃 澤田　美佳 保健体育
18 〃 坪沼　陽子 音楽
19 〃 菅原　温子 美術
20 〃 佐藤　直子 家庭
21 養 護 教 諭 佐藤　　優 生徒保健 3年
22 事 務 次 長 佐藤　奈美
23 学 校 司 書 丸山　二三 教務キャリア
24 学校技能員 住石　　聡
25 〃 鈴木　　良
26 特別支援教育支援員 工藤　美香
27 〃 黒木　絹子
28 校務補助員 相沢　広樹
29 事 務 補 助 土井　洋子

（3）　学校医、学校薬剤師
学 校 医
（内　科） 佐　藤　　　卓 学 校 医

（眼　科） 土　谷　大仁朗 学 校 医
（耳鼻科） 荻　原　　　徹

学 校 医
（歯　科） 土　門　宏　典 学校薬剤師 沖　　　優　也
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（２）総合的な探究の時間
　①　目　　標
　　ア�　大きな視点で現代社会の課題を捉え、生徒各々が自らの興味関心や在り方生き方を見つめること

で、主体的に探究すべき課題を見つける。
　　イ�　各教科科目で養った資質能力を活かして、自ら見つけた課題の解決に向けて、様々な角度から探

究活動を行う。

　　令和６年度、令和７年度、令和８年度入学生用

７　教　　育　　計　　画
（１）教 育 課 程 表

１年次履修科目（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

系列
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

30
共通履修科目

全系列
◎�
現代の
国語

◎�
言語文化 ◎公共 ◎�

地理総合 ◎数学Ⅰ
◎�
科学と�
人間生活

◎体育 ◎�
保健

○音楽Ⅰ
○美術Ⅰ

◎�
英語コミュニケー�
ションⅠ

◎�
家庭総合

◎�
情報Ⅰ

●�
産業社会
と人間

ホーム�
ルーム�
活動

２年次履修科目（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

系列
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

30
共通履修科目

選択履修科目 共通
履修
科目系列基礎科目 異年次履修

教養
系列

文学国語 ◎�
歴史総合

○�
化学基礎
○�

生物基礎

◎体育 ◎�
保健

英語コミュニ�
ケーションⅡ

◎�
家庭総合

論理・�
表現Ⅰ 数学Ⅱ

数学A
化学基礎
生物基礎

スポーツⅡ
音楽Ⅱ
美術Ⅱ
情報処理
●�

コミュニケー
ション技能

◎
総
合
的
な
探
究
の
時
間

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

地域
共生
系列

●�
デュアル実践

服飾手芸
ビジネス
基礎

数学A
簿記

３年次履修科目（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

系列
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

30
共通履修科目

選択履修科目 共通
履修
科目選択3A 選択3B 選択3C 選択3D 選択3E 選択3F 異年次履修

全系列 国語表現 ◎体育 英語コミュニ�
ケーションⅡ

●�
生涯芸術・
音楽
●�

生涯芸術・
美術
論理・�
表現Ⅱ

スポーツⅠ

観光�
ビジネス

政治・経済

数学Ⅱ

保育基礎

地理探究

●�
ジオパーク�
探究

生活と福祉

情報処理

日本史探究

フードデザイン

簿記

化学

生物

●地域デザイン

●文書デザイン

スポーツⅡ
音楽Ⅱ
美術Ⅱ
情報処理
●�

コミュニケー
ション技能

◎
総
合
的
な
探
究
の
時
間

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

1年次 2年次 3年次
各教科・科目及び総合的な学習の時間の単位数 29 29 29

卒業までに修得すべき単位数 74

特別活動

ホームルーム活動
（週当たり時数）

1
（毎週金曜日5校時）

1
（毎週金曜日5校時）

1
（毎週金曜日5校時）

生徒会活動
（時間数）

11 11 11
生徒会対面式､ 新入生歓迎行事､ 生徒総会（前･後期）､ 生徒会役員選挙､
クラスマッチ

学校行事
（時間数）

108 109 100
新任式，始業式，終業式，入学式，新入生オリエンテーション，学びの
基礎診断，身体測定，保護者と生徒で学ぶ進路講話，1年小中高合同海岸
清掃，創立記念式典，避難訓練，1年保健講話，3年救急救命講習，遊佐
高祭，1･2年ゆざ鳥海ウォーク，3年模擬面接会，デュアル実践発表会，
1年企業学校見学，2年修学旅行，1年インターンシップ，総合的な探究
の時間発表会，薬物防止講話，進路体験発表会，表彰式，同窓会入会式，
卒業式，修了式，離任式

授業の1単位時間 50分



― 18 ―

特
別
委
員
会

専 門 委 員 会

運 動 部（３） 文 化 部（４）

保
健
安
全
委
員
会

図
書
委
員
会

運
動
委
員
会

文
化
委
員
会

応
援
委
員
会

バスケットボール（男子）
陸上競技
総合運動

ビジネスライセンス
ソーラン
美術
遊佐みらい

総　　　会

中央委員会

会　　　長

執行委員会

Ｈ
・
Ｒ
全
員（
全
生
徒
）

　②　指導方針
　　ア�　生徒が、実社会や実生活と自己との関わりの中から問いを見い出し、自分で課題を立てることが

出来るように指導する。
　　イ�　課題解決に向け、自ら主体的に考え、行動できるように指導する。
　　ウ�　生徒の活動が停滞したり、結果として失敗したりすることがあっても、粘り強く伴走する。

（３）特　別　活　動
　ア　ホームルーム活動
　 （ア）設 置 時 間
　　　①　ホームルーム活動（ＨＲ）　　金曜日 5校時
　　　②　ショートホームルーム（ＳＨＲ）　毎日朝 5分間・金曜日 6校時終了後 5分間
　 （イ）指導目標と計画
　　　①　学期ごとに目標を掲げ、共同生活、生き方、進路、安全、その他の 5領域に配列する。
　　　②�　各ＨＲの計画作成に当たっては、ホームルームの特性、生徒の意向等を基本として学校行事等

を勘案し、単元を選択し、配列編成する。

　イ　生徒会活動
　 （ア）生徒会組織図
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　　　　　（イ）生徒会行事

４　月 クラス役員選出　各種委員会　対面式　部紹介　部登録

５　月 生徒総会　壮行式

７　月 遊佐高祭　

９　月 壮行式　生徒会役員選挙　クラス役員選出　各種委員会

10　月 生徒総会　壮行式

11　月 壮行式　クラスマッチ

　　　　　（ウ）委員会担当

専
門
委
員
会

中 央 委 員 会 後藤（美）・伊藤

運 動 委 員 会 本間・舩田

文 化 委 員 会 佐藤（瑞）・後藤（正）

応 援 委 員 会 高橋・齊藤

保 健 安 全 委 員 会 佐藤（優）・青山

図 書 委 員 会 渡辺・丸山・三宅

　　　　　（エ）部顧問

正顧問 副顧問

運　

動　

部

陸 上 競 技 後藤（正） 本間

男子バスケットボール 齊藤 本間

総 合 運 動 舩田 高橋

文　

化　

部

ビジネスライセンス 青山 高橋

ソ ー ラ ン 佐藤（瑞） 伊藤

美 術 後藤（美） 渡辺

遊 佐 み ら い 三宅 伊藤
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8　
山
形
県
立
遊
佐
高
等
学
校
　
学
校
保
健
計
画
　
　
　
　
　
　
　
※
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
の
欄
　
　
　
　
◎
…
１
単
位
時
間
程
度
の
指
導
　
　
　
●
…
短
い
時
間
の
指
導

項
　
　
目

４
月

５
月

６
月

７
・
８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

健
康
診
断
を
受
け
、
健
康

の
状
態
を
把
握
し
よ
う

疾
病
予
防
と
早
期
発
見

に
努
め
よ
う

疾
病
治
療
の
継
続
と
梅

雨
対
策
を
し
よ
う

自
主
的
な
健
康
管
理
に

努
め
よ
う

生
活
習
慣
を
確
立
し
よ
う

目
の
健
康
に
留
意
し
よ
う
健
康
を
意
識
し
た
生
活

を
し
よ
う

冬
の
健
康
管
理
を
し
っ

か
り
し
よ
う

寒
さ
に
向
け
て
の
体
力

増
強
を
は
か
ろ
う

心
身
の
健
康
生
活
を
実

践
し
よ
う

１
年
間
の
生
活
を
反
省

し
よ
う

保 健 教 育

保 健 学 習

保
健
体
育

私
た
ち
の
健
康
の
姿

思
春
期
と
健
康

健
康
の
考
え
方

結
婚
生
活
と
健
康

生
活
習
慣
病
と
日
常
の
生

活
行
動
・
喫
煙
と
飲
酒

食
事
と
健
康

加
齢
と
健
康

医
薬
品
と
健
康

感
染
症
の
予
防

保
健
制
度
と
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
活
用

エ
イ
ズ
と
そ
の
予
防

健
康
に
か
か
わ
る
意
思

決
定
・
行
動
選
択

欲
求
と
適
応
機
制

心
身
の
相
関
と
ス
ト
レ
ス
ス
ト
レ
ス
の
対
処

自
己
実
現

交
通
事
故
の
現
状
と
要
因

交
通
社
会
に
お
け
る
運

転
者
の
資
質
と
責
任

安
全
な
交
通
社
会
づ
く
り

応
急
手
当
の
意
義

食
品
と
環
境
の
保
健

働
く
こ
と
と
健
康

家
庭
総
合

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

高
齢
期
の
生
活

人
間
の
食
べ
物

食
品
と
栄
養

食
中
毒

食
品
の
取
り
扱
い
方

み
ん
な
で
育
て
る

生
命
の
誕
生

人
間
と
住
ま
い

地
理

食
料
問
題

生
物
基
礎

目
・
耳
の
つ
く
り
と
は

た
ら
き

神
経
の
つ
く
り

脳
の
つ
く
り
と
働
き

筋
組
織
と
働
き

内
部
環
境
と
し
て
の
体
液
代
謝
と
呼
吸

地
球
環
境
と
そ
の
保
全

地
球
環
境
と
そ
の
保
全

遺
伝

発
達
と
保
育

生
命
の
誕
生

病
気
と
健
康

病
気
と
看
護

子
ど
も
の
事
故
と
安
全

フ
ー
ド
・

デ
ザ
イ
ン
食
品
の
取
り
扱
い
方

健
康
に
必
要
な
栄
養
素

食
中
毒

健
康
食
品
と
嗜
好
品

保 健 指 導

１
年
次

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
　
　
動

◎
�保
健
調
査

●
�清
掃
指
導

●
�生
活
習
慣
の
確
立

●
�ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
手
続
き

●
�部
活
動
と
健
康
管
理

●
�朝
食
の
大
切
さ

●
�歯
の
大
切
さ

●
�食
中
毒
予
防

◎
�性
の
講
話

●
�夏
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�規
則
正
し
い
生
活

●
�応
急
手
当
に
つ
い
て

●
�朝
食
の
大
切
さ

●
�目
の
健
康
に
つ
い
て

◎
�薬
物
乱
用
防
止
講
話

●
�冬
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�規
則
正
し
い
生
活

●
�イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

●
�朝
食
の
大
切
さ

●
�規
則
正
し
い
生
活

◎
�春
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�今
年
度
活
動
の
評
価

２
年
次

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
　
　
動

◎
�保
健
調
査

●
�清
掃
指
導

●
�生
活
習
慣
の
確
立

●
�ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
手
続
き

●
�部
活
動
と
健
康
管
理

●
�朝
食
の
大
切
さ

●
�歯
の
大
切
さ

●
�食
中
毒
予
防

●
�夏
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�規
則
正
し
い
生
活

●
�応
急
手
当
に
つ
い
て

●
�朝
食
の
大
切
さ

●
�目
の
健
康
に
つ
い
て

◎
�薬
物
乱
用
防
止
講
話

◎
�修
学
旅
行
中
の
健
康

管
理
に
つ
い
て

●
�冬
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�規
則
正
し
い
生
活

●
�イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

●
�朝
食
の
大
切
さ

●
�規
律
正
し
い
生
活

◎
�春
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�今
年
度
活
動
の
評
価

３
年
次

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
　
　
動

◎
�保
健
調
査

●
�清
掃
指
導

●
�生
活
習
慣
の
確
立

●
�ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
手
続
き

●
�部
活
動
と
健
康
管
理

●
�朝
食
の
大
切
さ

◎
�救
急
救
命
講
習

●
�歯
の
大
切
さ

●
�食
中
毒
予
防

●
�夏
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�規
則
正
し
い
生
活

●
�応
急
手
当
に
つ
い
て

●
�朝
食
の
大
切
さ

●
�目
の
健
康
に
つ
い
て

◎
�薬
物
乱
用
防
止
講
話

●
�冬
休
み
の
健
康
に
つ

い
て

●
�規
則
正
し
い
生
活

●
�イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

●
�朝
食
の
大
切
さ

◎
�自
宅
学
習
期
間
中
の

生
活
指
導

◎
�卒
業
に
向
け
て

●
�今
年
度
活
動
の
評
価

◎
�卒
業
式
後
の
生
活
指
導

主
な

学
校
行
事

・
定
期
健
康
診
断

・
健
康
診
断

・
�朝
食
強
化
週
間

・
遊
佐
高
祭

・
�夏
休
み
の
諸
注
意

・
朝
食
強
化
週
間

・
目
の
愛
護
デ
ー

・
�修
学
旅
行
健
康
相
談

・
�ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

・
修
学
旅
行
２
年
次

・
�薬
物
乱
用
防
止
講
話

・
�学
校
保
健
委
員
会

・
�衛
生
委
員
会

・
大
掃
除

・
大
掃
除

・
�朝
食
強
化
週
間

・
大
掃
除

・
�春
休
み
の
諸
注
意

個
別
指
導

・
健
康
診
断
の
受
け
方

・
�保
健
室
の
利
用
の
仕
方

・
�健
康
診
断
治
療
勧
告

・
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム

・
�心
身
の
健
康

・
歯
肉
炎
の
予
防

・
�食
中
毒
の
予
防

・
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム
・
障
害
の
防
止

・
�応
急
手
当
の
方
法

・
正
し
い
姿
勢
と
視
力

・
�修
学
旅
行
前
健
康
相
談
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

・
�う
が
い
、
手
洗
い

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

・
�冬
休
み
の
生
活

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
・
冬
の
体
力
と
予
防

・
１
年
間
の
生
活
の
反
省

集
団
指
導

・
年
間
計
画
作
成

・
�感
染
症
の
予
防

・
感
染
症
の
予
防

・
�熱
中
症
予
防
対
策

・
感
染
症
の
予
防

・
�熱
中
症
予
防
対
策

・
感
染
症
の
予
防

・
�熱
中
症
予
防
対
策

・
感
染
症
の
予
防

・
�熱
中
症
予
防
対
策

・
感
染
症
の
予
防

・
感
染
症
の
予
防

・
感
染
症
の
予
防

・
�火
気
使
用
上
安
全
対
策
・
感
染
症
予
防

・
感
染
症
予
防

・
１
年
間
の
反
省

生
徒
会
活
動

・
身
体
計
測
補
助

・
�保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

保 健 管 理

心 身 ・ 生 活

学
校
生
活

・
保
健
調
査

・
�健
康
観
察

・
�健
康
診
断
の
計
画
、

実
施
、
事
後
措
置

・
�新
入
生
の
健
康
相
談

・
�支
援
委
員
会

・
健
康
観
察

・
�健
康
診
断
の
計
画
、

実
施
、
事
後
措
置

・
�疾
病
異
常
者
一
覧
作
成

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�朝
食
強
化
週
間

・
�支
援
委
員
会

・
健
康
観
察

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�感
染
症
、
食
中
毒
予
防

・
�熱
中
症
予
防

・
�支
援
委
員
会

・
健
康
観
察

・
�支
援
委
員
会

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
健
康
観
察

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�疾
病
治
療
状
況
の
把
握

・
�支
援
委
員
会

・
�朝
食
強
化
週
間

・
健
康
観
察

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�修
学
旅
行
前
健
康
調

査
、
健
康
相
談
、
保

健
指
導

・
�修
学
旅
行
前
健
康
相
談

・
�支
援
委
員
会

・
健
康
観
察

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�支
援
委
員
会

・
健
康
観
察

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
救
護

・
�感
染
症
の
予
防

・
�冬
季
休
業
事
前
指
導

・
�支
援
委
員
会

・
健
康
観
察

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�感
染
症
の
予
防

・
�支
援
委
員
会

・
�朝
食
強
化
週
間

・
健
康
観
察

・
�教
育
相
談
・
健
康
相
談

・
�感
染
症
の
予
防

・
�支
援
委
員
会

・
１
年
間
の
反
省

・
�新
年
度
の
計
画

・
�支
援
委
員
会

環 境
学
校
環
境

・
�清
掃
分
担
区
配
布

・
�清
掃
指
導

・
�大
掃
除

・
�校
内
美
化
週
間

・
�ダ
ニ
検
査

・
�照
度
検
査

・
大
掃
除

・
�貯
水
槽
点
検
整
備

・
�防
災
設
備
保
守
点
検

・
�電
気
工
作
物
点
検

・
�冷
房
機
器
の
安
全
点
検

・
�教
室
の
照
度
検
査

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�ボ
イ
ラ
ー
機
能
検
査

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�地
下
タ
ン
ク
検
査

・
�電
気
工
作
物
点
検

・
暖
房
機
器
の
安
全
点
検

・
�校
内
美
化
週
間

・
大
掃
除

・
�教
室
の
空
気
検
査

・
�教
室
の
照
度
検
査

・
大
掃
除

・
ス
ト
ー
ブ
の
管
理

・
�校
内
美
化
週
間

・
大
掃
除

・
�清
掃
用
具
点
検

組
織
活
動

（
研
修
含
む
）

・
�生
徒
保
健
部
組
織
つ

く
り

・
�保
健
だ
よ
り
発
行

・
職
員
研
修
会

・
�遊
佐
高
祭
救
護

・
�修
学
旅
行
保
護
者
説

明
会

・
学
校
保
健
委
員
会

・
�衛
生
委
員
会

・
１
年
間
の
反
省

・
次
年
度
の
計
画
立
案
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山
形
県
立
遊
佐
高
等
学
校
　
学
校
安
全
計
画
　
　
　
　
　
　
　
※
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
の
欄
　
　
　
　
◎
…
１
単
位
時
間
程
度
の
指
導
　
　
　
●
…
短
い
時
間
の
指
導

項
目

４
月

５
月

６
月

７
・
８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

通
学
時
の
安
全

学
校
生
活
で
の
安
全

特
別
活
動
時
の
安
全

遊
佐
高
祭
と
長
期
休
業

中
の
安
全

学
校
行
事
で
の
安
全

通
学
時
の
安
全

災
害
時
の
安
全

長
期
休
業
時
の
安
全

通
学
時
の
安
全

生
活
上
で
の
安
全

年
度
末
に
か
け
て
の
安
全

安 全 教 育

安 全 学 習

化
学
基
礎

生
物
基
礎

・
�実
験
器
具
等
の
安
全

な
扱
い
方

・
�施
設
・
設
備
・
薬
品

管
理
等
の
点
検

・
�観
察
、
実
験
に
お
け

る
一
般
的
な
注
意
及

び
危
険
防
止
の
注
意

（
化
）環
境
調
査
時
の
注
意
（
化
）身
近
に
あ
る
化
学

物
質
の
性
質
の
正
し
い

理
解

（
生
）遺
伝
子
・
D
N
A

に
つ
い
て
の
正
し
い
理

解
、
生
命
倫
理
に
つ
い

て

（
化
）炭
化
水
素
類
の
取

扱
い
上
の
注
意

（
生
）環
境
と
動
物
の
反

応
に
つ
い
て
の
正
し
い

理
解

保
健
体
育

・
�体
育
施
設
、
用
具
の

安
全
点
検

・
交
通
安
全

・
�雨
季
の
体
育
館
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
使
用（
転
倒

防
止
）

・
�応
急
手
当

・
熱
中
症
の
予
防

・
�体
育
施
設
用
具
の
安

全
点
検

・
�体
育
施
設
・
用
具
の

安
全
点
検

・（
保
）健
康
と
運
動

・
体
力
に
つ
い
て

・
�冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
意

義
・
�体
育
施
設
・
用
具
の

安
全
点
検

・
�体
育
施
設
・
用
具
の

安
全
点
検

・（
保
）職
業
と
健
康

・
安
全
に
関
す
る
評
価

・
�体
育
施
設
、
用
具
の

安
全
点
検

実
験
・
実
習

を
伴
う
科
目

施
設
器
具
・
機
械
の
取
扱
い
と
使
用
上
の
注
意
及
び
点
検
・
整
備
　
　
　
熱
源
・
電
気
器
具
の
取
扱
い
と
使
用
上
の
注
意
及
び
点
検
・
整
備
　
　
　
化
学
薬
品
の
取
扱
い
と
使
用
上
の
注
意
及
び
点
検
・
整
備

総
合
的
な
探

究
の
時
間

テ
ー
マ「
遊
佐
の
自
然
と
文
化
」

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
時
の
安
全
指
導
　
諸
調
査
活
動
の
際
の
安
全
指
導

安 全 指 導

1年
次

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
　
　
動

◎
�新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

●
�通
学
時
の
安
全

●
� 自
転
車
の
点
検
と
整
備

●
�防
災
体
制
の
確
立

●
�犯
罪
被
害
の
防
止

◎
�携
帯
電
話
の
適
切
な

使
用

●
�部
活
動
と
健
康
管
理

●
�自
転
車
の
安
全
利
用

◎
�海
岸
清
掃

●
�部
活
動
や
休
憩
時
の

安
全

●
遊
佐
高
祭
の
安
全

◎
� 夏
休
み
の
生
活
と
安
全
◎
�通
学
路
の
清
掃

●
下
校
時
の
安
全

◎
�薬
物
乱
用
防
止
講
話

◎
�勤
労
体
験
学
習

●
�暖
房
器
具
の
取
扱
い

●
�老
人
の
心
理
と
行
動

●
冬
休
み
の
生
活
と
安
全
●
通
学
時
の
安
全

●
規
則
正
し
い
生
活

◎
�春
休
み
の
生
活
と
安
全

●
�今
年
度
活
動
の
評
価

２
年
次

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
　
　
動

◎
�新
2年
次
に
な
っ
て

●
�通
学
時
の
安
全

●
� 自
転
車
の
点
検
と
整
備

●
�防
災
体
制
の
確
立

●
�犯
罪
被
害
の
防
止

◎
�高
校
生
の
心
理
や
行

動
と
事
故
の
特
徴

●
�部
活
動
と
健
康
管
理

●
�自
転
車
の
安
全
利
用

●
雨
の
日
の
安
全
行
動

●
遊
佐
高
祭
の
安
全

◎
� 夏
休
み
の
生
活
と
安
全
◎
�交
差
点
に
潜
む
危
険

◎
�薬
物
乱
用
防
止
講
話

◎
�修
学
旅
行
の
安
全

●
冬
休
み
の
生
活
と
安
全
◎
�こ
れ
か
ら
の
社
会
生

活
と
交
通
問
題

◎
�休
業
日
の
交
通
事
故

防
止

●
�規
律
正
し
い
生
活

●
�地
域
の
安
全
活
動

◎
�春
休
み
の
生
活
と
安
全

●
�今
年
度
活
動
の
評
価

３
年
次

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
　
　
動

◎
�新
3
年
次
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

●
�通
学
時
の
安
全

●
� 自
転
車
の
点
検
と
整
備

●
�防
災
体
制
の
確
立

●
�犯
罪
被
害
の
防
止

●
部
活
動
と
健
康
管
理

●
�自
転
車
の
安
全
利
用

◎
�救
急
救
命
講
習

●
遊
佐
高
祭
の
安
全

◎
� 夏
休
み
の
生
活
と
安
全

◎
�学
校
祭
・
遊
佐
高
祭

運
営
指
導

◎
� 自
動
車
教
習
所
説
明
会

◎
�薬
物
乱
用
防
止
講
話

●
冬
休
み
の
生
活
と
安
全
●
休
業
明
け
生
徒
観
察

◎
�自
宅
学
習
期
間
中
の

生
活
指
導

◎
�卒
業
に
向
け
て

●
�今
年
度
活
動
の
評
価

◎
�卒
業
式
後
の
生
活
指
導

主
な

学
校
行
事

・
�各
学
年
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

・
�ス
マ
ホ
安
全
講
話

・
� 地
区
高
校
総
体
壮
行
式

・
�全
校
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

集
会

・
避
難
訓
練（
地
震
）

・
�県
高
校
総
体
壮
行
式

・
�県
高
校
総
体

・
�東
北
高
校
選
手
権
壮

行
式

・
遊
佐
高
祭

・
�遊
佐
高
祭
実
行
委
員
会

・
�イ
ン
タ
ー
ハ
イ
壮
行
式

・
�夏
休
み
の
諸
注
意

　（
全
校
集
会
）

・
�秋
季
地
区
高
校
総
体

壮
行
式

・
�全
校
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

集
会

・
�県
新
人
大
会
壮
行
式

・
�ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

・
避
難
訓
練（
火
災
）

・
冬
休
み
の
諸
注
意

・
卒
業
式

・
�修
了
式

・
�春
休
み
の
諸
注
意

個
別
指
導

・
自
転
車
通
学
許
可

・
�自
転
車
点
検

・
�自
転
車
通
学
指
導

・
�校
門
立
番
指
導

・
校
門
立
番
指
導

・
校
門
立
番
指
導

　（
P
T
A
と
と
も
に
）

・
校
門
立
番
指
導

・
�夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
事

前
指
導

・
�夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
事

後
指
導

・
校
門
立
番
指
導

・
�自
転
車
通
学
指
導

・
校
門
立
番
指
導

　（
P
T
A
と
と
も
に
）

・
�免
許
取
得
指
導

・
� 修
学
旅
行
前
健
康
相
談

・
校
門
立
番
指
導

・
�自
動
車
教
習
所
巡
視

・
�イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
対
策

・
校
門
立
番
指
導

・
�冬
季
ア
ル
バ
イ
ト
事

前
指
導

・
校
門
立
番
指
導

・
�冬
季
ア
ル
バ
イ
ト
事

後
指
導

・
校
門
立
番
指
導

・
�自
動
車
教
習
所
巡
視

・
�春
季
ア
ル
バ
イ
ト
事

前
指
導

集
団
指
導

・
年
間
計
画
作
成

・
� オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

熱
中
症
予
防
対
策

熱
中
症
予
防
対
策

薬
物
乱
用
防
止
講
話

・
�火
気
使
用
上
の
安
全

対
策

生
徒
会
活
動

・
�新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

・
�保
健
安
全
委
員
会

・
壮
行
式

・
�保
健
安
全
委
員
会

・
壮
行
式

・
�保
健
安
全
委
員
会

・
遊
佐
高
祭

・
�壮
行
式

・
壮
行
式

・
�保
健
安
全
委
員
会

・
壮
行
式

・
�保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

・
保
健
安
全
委
員
会

安 全 管 理

対 人 管 理

学
校
生
活
の

安
全
管
理

・
自
転
車
通
学
指
導

・
�携
帯
電
話
使
用
の
注
意

・
�連
休
前
指
導

・
�ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
加
入
手
続
き
・

通
学
状
況
調
査

・
�下
宿
、ア
ル
バ
イ
ト
調
査

・
�健
康
観
察

・
校
外
学
習
の
安
全
対
策

・
�健
康
観
察

・
登
下
校
指
導

・
�健
康
観
察

・
学
校
祭
の
安
全

・
�夏
季
休
業
事
前
指
導

・
�健
康
観
察

・
健
康
観
察

・
登
下
校
指
導

・
�校
外
学
習
の
安
全
対
策

・
�健
康
観
察

・
� 修
学
旅
行
の
安
全
対
策

・
�健
康
観
察

・
冬
季
休
業
事
前
指
導

・
�健
康
観
察

・
健
康
観
察

・
健
康
観
察

・
健
康
観
察

対 物 管 理

学
校
環
境
の

安
全
管
理

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�清
掃
指
導

・
�避
難
経
路
の
確
認

・
�自
転
車
置
場
点
検

・
�電
気
工
作
物
点
検

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）
・
�学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�環
境
衛
生
調
査

・
�校
内
美
化
週
間

・
�通
学
路
安
全
点
検

・
�電
気
工
作
物
点
検

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�大
掃
除
の
安
全
確
認

用
具
点
検
・
ダ
ニ
ア

レ
ル
ゲ
ン
検
査
・
貯

水
槽
点
検
整
備
・
防

災
設
備
保
守
点
検
・

電
気
工
作
物
点
検
・

冷
房
機
器
の
安
全
点

検
・
簡
易
水
道
検
査

・
�学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�ボ
イ
ラ
ー
設
備
検
査

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�地
下
タ
ン
ク
検
査

・
�電
気
工
作
物
点
検

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�暖
房
機
器
の
安
全
点
検

・
�学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�校
内
美
化
週
間

・
�大
掃
除
の
安
全
点
検

　
用
具
点
検

・
�電
気
工
作
物
点
検

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�大
掃
除
の
安
全
点
検

・
�教
室
空
気
検
査

・
� 学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�今
年
度
の
安
全
点
検

活
動
の
総
括
・
校
内

美
化
週
間
・
大
掃
除

の
安
全
点
検

・
�電
気
工
作
物
点
検

・
�防
災
設
備
保
守
点
検

（
総
合
点
検
）

・
�学
校
環
境
の
安
全
点

検
整
備（
施
設
・
設
備
）

・
�清
掃
用
具
点
検

学
校
安
全
に
関
す
る

組
織
活
動

（
研
修
含
む
）

・
春
の
交
通
安
全
運
動

・
�交
通
街
頭
指
導

・
安
全
運
転
研
修

・
�警
察
と
地
区
交
安
協

に
よ
る
街
頭
指
導

・
� 地
区
学
校
警
察
連
絡
会

・
�中
高
連
絡
会

・
�町
内
小
中
高
連
絡
会

・
地
区
中
高
連
絡
会

・
�P
T
A
町
内
巡
視

・
秋
の
交
通
安
全
運
動

・
町
内
小
中
高
連
絡
会

・
�免
許
取
得
保
護
者
説

明
会
・
修
学
旅
行
保

護
者
説
明
会

・
学
校
保
健
委
員
会

・
� 年
末
の
交
通
安
全
指
導

・
今
年
度
活
動
の
総
括

・
�町
内
小
中
高
連
絡
会

・
次
年
度
の
計
画
立
案
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９　災害等防止対策要綱
１．目　　　的
　　火災・地震等による被害を未然に防止し、または被害を最小限に抑えて生徒・教職員の安全確保を図る。

２．災害防止の内容
 （１）火気取締責任者の選任
　　火気発生の有無の確認、施設の保守点検にあたるため各室に火気取締責任者を選任する。
　 《火気取締責任者》

南　　校　　舎 北　　校　　舎 体 育 館 関 係

１　

階

大会議室
校長室
事務室
休養室（男）
ボランティア室
小会議室
技能員室
機械室
ポンプ室

佐藤奈美
佐藤奈美
佐藤奈美
後藤正樹
佐藤優
住石聡
住石聡
住石聡
住石聡

コンピュータ室
コンピュータ準備室
倉庫
進路指導室
保健室
第２会議室
第３会議室
（休養室女）
美術室
美術準備室

高橋紘人
高橋紘人
佐藤奈美
高橋紘人
佐藤優
齊藤哲也
後藤美穂

後藤美穂
後藤美穂

体育館
体育管理室
器具庫
ギャラリー
更衣室・トイレ
柔剣道場
用具庫
倉庫

本間佳津恵
本間佳津恵
本間佳津恵
本間佳津恵
本間佳津恵
本間佳津恵
本間佳津恵
鈴木良

２　

階

２－１ＨＲ
２Ａ教室
２Ｂ教室
生徒会室
多目的教室

舩田征位
舩田征位
高橋紘人
伊藤瑞夏
後藤正樹

職員室
図書室
食物実習室

近藤信司
渡辺まり子
佐藤瑞穂

３　

階

１－１ＨＲ
３Ａ教室
３Ｂ教室
相談室
３Ｃ教室

佐藤瑞穂
佐藤瑞穂
佐藤瑞穂
青山聡美
青山聡美

第１視聴覚室
第１理科実験室
第１理科準備室
家庭経営室

齊藤哲也
三宅国彦
三宅国彦
佐藤瑞穂

４　

階

３－１ＨＲ
４Ａ教室
４Ｂ教室
相談室
４Ｃ教室

後藤美穂
後藤美穂
後藤美穂
渡辺まり子
渡辺まり子

音楽室
音楽準備室
第２理科実験室
第２理科準備室
被服実習室

後藤正樹
後藤正樹
三宅国彦
三宅国彦
佐藤瑞穂

 （２）防災設備の保守・点検の実施
　　◦�防災設備については消防法に基づく外観・機能点検を年１回、総合点検を年１回実施する。
　　◦�各室火気取締責任者等が防災設備の異常を発見したときは、教頭（防火管理者）又は事務室に連絡

する。
　　◦�令和８年度の防災設備保守点検業者　　（株）長谷川商会　酒田営業所　℡ 31-2137
 （３）プロパンガスの保守・点検等の実施
　　◦�各室火気取締責任者及び使用者はガス器具、ゴム管等常時安全の確認を行う。
　　◦�各室火気取締責任者等が異常を発見した時は、教頭（防火管理者）又は事務室に連絡する。
　　◦�プロパンガスの保安については、必要に応じガス業者の点検を実施する。
　　◦�令和８年度のガス納入業者　　遊佐石油販売（株）　℡ 72-2316
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 （４）電気設備の保守・点検等の実施
　　◦�電気設備の保守・点検は２ヶ月に１回（財）東北電気保安協会で実施する。
　　◦�各室火気取締責任者及び使用者はコンセント・配線等の異常の有無を常時確認する。
　　◦�各室火気取締責任者等が異常を発見した時は、教頭（防火管理者）又は事務室に連絡する。
　　◦�雷等での停電事故においては、教頭（防火管理者）又は事務室に連絡し、教頭等は（財）東北電気

保安協会 酒田事務所 ℡ 22-2780 に連絡する。
 （５）水道施設の保守・点検等の実施
　　◦�事務室で随時水道施設の保守・点検等を実施するとともに年１回委託会社による貯水槽掃除を実施

する。
 （６）化学薬品等の安全な保管
　　◦�化学薬品等の保管にあたっては、担当教諭が薬品庫に施錠し、地震等での容器等の破損による薬品

の流失事故が発生しない措置を講ずる。
 （７）校舎等の安全な維持管理
　　◦�建物等の破損による落下事故、ガラス戸の立て付け不良等に伴う事故およびその他施設・設備が原

因となる事故を未然に防止するため本校教職員全員が常時施設の安全な維持管理に努める。
 （８）校内への無断侵入者の阻止
　　◦�玄関受付でのチェック、さすまたの校舎内への配置、防犯カメラ（職員玄関１台、昇降口２台、体

育館出入口１台）の設置等、無断侵入者の校内への侵入を阻止するために防止策を講ずる。

３．災害防止の体制
 （１）日常の体制
　　◦�教頭を防災管理者とし、危険箇所が発生したら事務長は補修等の防止策の措置を講ずる。

 （２）災害発生時の体制
　　◦�火災等発生の場合の通報先は１１９番 。
　　◦�通報者は防火管理者（教頭）とし、教頭不在の場合は事務長が、いずれも不在の場合は発見した職

員が通報する。
　　◦�同時に次の業者にも通報する。

ＡＬＳＯＫ山形㈱　酒田支社 ℡ 23-5551

東北電気保安協会　酒田事務所 ℡ 22-2780

東北電力　遊佐サービスセンター ℡ 72-2226

（株）長谷川商会（防災設備業者） ℡ 31-2137

　　◦防災管理者は、被害拡大の防止策を講ずる。なお、緊急連絡網は別紙のとおり

４．避難訓練の実施
　　◦�生徒保健部が企画立案し、年２回（６月火災を想定、１０月地震を想定）避難訓練を実施する。
　　◦�数ヶ所の災害発生箇所を想定し、何通りかの避難経路を確保する。
　　◦�緊急避難に関することは各教室等に避難経路等を掲示する。



― 24 ―

10　生　 徒　 の　 状　 況

（１）年次別・男女別生徒数
年　　　次 １　　　年 ２　　　年 ３　　　年

合　計科 総合学科 総合学科 総合学科
学　　　級 1 1 1
男　　　子 11 16 9 36
女　　　子 12 11 8 31
計 23 27 17 67

（２）中学別生徒数

年　次出身中 １　　年 ２　　年 ３　　年 合　計

遊　　佐
男 5 2 2 9
女 3 3 2 8

酒 田 一
男 2 2
女 2 1 3

酒 田 二
男 1 1
女 0

酒 田 三
男 1 2 3
女 2 2 4

酒 田 四
男 1 1 1 3
女 1 1

酒 田 六
男 1 2 3
女 1 4 5

鳥海八幡
男 1 3 2 6
女 1 1 2

東　　部
男 1 1
女 0

村 上 一
（新潟）

男 0
女 1 1

下妻東部
（茨城）

男 0
女 1 1

湯 津 上
（栃木）

男 0
女 1 1

与 野 南
（埼玉）

男 0
女 1 1

東 浦 和
（埼玉）

男 1 1
女 0

市 川 二
（千葉）

男 1 1
女 0

市 川 七
（千葉）

男 1 1
女 0
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年　次出身中 １　　年 ２　　年 ３　　年 合　計

八 千 代
（千葉）

男 1 1
女 0

田 無 三
（東京）

男 0
女 1 1

調　　布
（東京）

男 1 1
女 0

柳　　沢
（東京）

男 1 1
女 0

桜 美 林
（神奈川）

男 0
女 1 1

湘 南 台
（神奈川）

男 1 1
女 0

宮　　田
（神奈川）

男 0
女 1 1

南　　陽
（静岡）

男 0
女 1 1

新　　川
（愛知）

男 1 1
女 0

合　計
男 11 16 9 36
女 12 11 8 31
計 23 27 17 67

（３）生徒の通学状況
年　次

通学方法 １年 ２年 ３年 合　計

徒 歩
男 3 3 3 9
女 5 1 4 10

自 転 車
男 2 1 1 4
女 1 1 3 5

バ ス
男 1 1 2
女 1 1

列　車

秋田
方面

男 1 1
女 0

酒田
方面

男 2 8 2 12
女 5 7 1 13

自 家 用 車 等
男 3 3 2 8
女 1 1 2



― 26 ―

11　進　　路　　状　　況

（１）令和７年度　卒業生進路状況　

進　　　　学 就　　　　職
進
路
未
定

合　
　
　

計

就職者職種別数
職　種 男 女 計

四

大

短

大

専
門
学
校

看
護
医
療
系

進
学
先
未
定

小

計

県

内

県

外

就
職
先
未
定

小

計

事 務 0
販 売 1 1 2
サ ー ビ ス 3 3
保 安 0

1
男 4 0 2 0 0 6 4 1 0 5 11

農 林 漁 業 0
生 産 工 程 1 1

女 2 1 2 1 0 6 2 1 0 3 9
輸送機械運転 0
建 設 採 掘 1 1

計 6 1 4 1 0 12 6 2 0 8 0 20
運搬清掃包装 0
そ の 他 1 1

備　考 進学希望者数　12 名　60.0%
就職希望者数　 8 名　40.0%

就 職 先 未 定 0
合 計 6 2 8

（２）令和７年度　卒業生進路先
【進学先】

新潟大学	 理学部理学科数学プログラム
名桜大学	 国際学部国際文化学科
東北工業大学	 工学部都市工学課程
新潟国際情報大学	 経営情報学部情報システム学科
京都外国語大学	 外国語学部英米語学科
星槎大学	 スポーツ身体表現専攻
羽陽学園短期大学	 幼児教育科
酒田看護専門学校	 看護学科
専門学校大阪デザイナー・アカデミー	 グラフィックデザイン学科
仙台こども専門学校	 保育科保育士・幼稚園教諭コース
国際ビューティーモード専門学校	 エステティックビューティー学科
国際調理製菓専門学校	 カフェ学科

【就職先】
《県内就職》

株式会社　三要	 技能工
遊佐町総合交流促進施設株式会社	 接客販売
社会福祉法人　遊佐厚生会	 介護員
有限会社　木村屋	 パン製造
リカバリーカレッジ　アスピア	 就労移行支援

《県外就職》
田中電子　株式会社	 販売
藤和那須リゾート　株式会社	 総合職
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12　図　 書　 館　 概　 要

（１）施　　　　　設

　　　　　　　図　 書　 室　　　 147.15㎡

　　　　　　　図書準備室　　　　23.85㎡

（２）蔵　　　　　書� 令和8年3月31日現在

総　記 哲　学 歴　史 社　会
科　学

自　然
科　学 技　術 産　業 芸　術 言　語 文　学 計

3,260 455 1,267 1,912 1,272 602 214 1,249 335 4,841 15,407

（３）利用月別貸出数調査　（ただし、館外貸出統計）

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

冊数 163 140 88 121 18 45 132 58 42 30 22 7 866

（４）読　書　傾　向（％）

総　記 哲　学 歴　史 社　会
科　学

自　然
科　学 技　術 産　業 芸　術 言　語 文　学 計

5.7 9.8 2.1 13.9 8.3 7.2 1.0 9.4 1.0 41.6 100.0
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13　施　　設　　一　　般

（１）土　　　　　地

区　　　　分 面　　　　積 備　　　　　　　　　　　考

校 舎 敷 地 11,603　㎡

運 動 場 16,615　　

自 転 車 置 場 959　　

計 29,177　㎡

（２）建　　物

区　　　　分 建築年月日 階　段 面　　　　積 備　　　　　　　考

倉 庫 Ｓ42.  3 1 372.09　㎡ 旧柔剣道場

作 業 室 Ｓ45. 12 1 39.31　　

倉 庫 ・ 用 具 庫 Ｓ46. 12 1 237.24　　 旧農業実習室

南 校 舎 Ｓ53.  8 4 2,125.08　　 普通教室棟

階 段 室 〃 4 73.82　　

電気室・ポンプ室 〃 1 27.72　　

自 転 車 置 場 Ｈ28. 11 1 27.72　　

北 校 舎 Ｓ57.  4 4 1,858.64　　 特別教室棟

〃 〃 4 1,106.60　　 家庭科実習棟

渡 り 廊 下 〃 2 74.28　　

〃 〃 1 32.40　　

倉 庫 Ｓ57. 10 1 182.00　　 陶芸室・車庫

簡 易 倉 庫 Ｓ58.  4 1 5.51　　

〃 〃 1 5.51　　

室 内 運 動 場 Ｓ61.  3 1 1,725.42　　

渡 り 廊 下 〃 1 76.14　　

計 7,969.48　㎡
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学　　校　　平　　面　　図

多 目 的
教 室
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14　学 校 運 営 協 議 会

ア　目　的
　『遊佐高校支援の会』や『遊佐高等学校魅力化に係る地域連携協議会』、本校同窓会並びに後援会、ＰＴ
Ａと連携し、地域に根差し地域を元気にする学校として、より機能的に運用することを目的とする。
　年３回の会を開催し、年度計画の立案、学校課題の検討、地域との連携、年度途中での確認、学校評価
を活用して次年度の行動計画を作成する。

イ　学校運営協議会の設置に係る人選分野および意見聴取の観点

人選の分野 意　見　聴　取　の　観　点

学 識 関 係 本校の将来像および本校の取り組むべき課題

進 路 関 係 多岐にわたる生徒の進路希望達成に向けた指導および支援

地 域 連 携 地域（遊佐町・酒田市）との連携および情報交換の推進

社 会 教 育 青少年の健全育成など学社連携および開かれた学校づくりのあり方

ＰＴＡ諸団体 保護者、同窓生の学校への支援および協力体制のあり方

ウ　学校運営協議会年間計画

回 開催予定時期 会　　議　　の　　内　　容

第１回 令和８年　６月 年間活動計画等について

第２回 令和８年　９月 地域との連携方法の検討

第３回 令和９年　２月 学校評価と次年度に向けての取り組み

エ　学校運営協議会委員

№ 委　員 分　野 № 委　員 分　野

１ 鳥海　広行 社 会 教 育 ８ 鈴木　晴也 地 域 連 携

２ 髙橋　冠治 地 域 連 携 ９ 大野　希一 学 識 関 係

３ 本多　　茂 地 域 連 携 １０ 大場　克弥 ＰＴＡ諸団体

４ 常田　俊哉 ＰＴＡ諸団体 １１ 佐藤　憲三 地 域 連 携

５ 今野　利哉 進 路 関 係 １２ 青木　孝弘 学 識 関 係

６ 帶谷　康朗 進 路 関 係 １３ 池田　貴之 本 校 校 長

７ 藤川かん奈 地 域 連 携
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総　　　会

会　　　　　員　　（保護者・教職員）

監 　 査

理　事　会

会長・副会長
校内理事（職員）

各年次ＰＴＡ

１
　
年

２
　
年

３
　
年

各専門部

総
　
　
務

文
　
　
教

生
活
指
導

15　関　　係　　団　　体

（１）Ｐ　 Ｔ　 Ａ
　ア　重　点　目　標
　　（ア）　年次ＰＴＡを開催し、学校と保護者との連絡を密にする。
　　（イ）�　専門部の活動を活発化する。
　　（ウ）　学校行事に協力・参加し、活発化する。
　　（エ）　生徒の進路指導の推進に協力する。
　　（オ）　環境の整備と充実に協力する。
　　（カ）　会報を充実し、年２回発行する。

　イ　本年度の重点事項
　　（ア）　家庭への適切な情報伝達と連絡・連携に努める。
　　（イ）　ＰＴＡ総会・年次ＰＴＡ及び学校行事への参加をさらに向上させる。
　　（ウ）　朝のあいさつ運動（６，10 月）、ＰＴＡによる面接指導（９月）を充実させる。

　ウ　機　　　　　構
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　エ　本 年 度 役 員
　　　　会　　　　長　　常　田　俊　哉
　　　　副 会 長　　松　本　　　猛　　佐　藤　晴　希　　池　田　貴　之（校長）
　　　　総 務 部 長　　渋　谷　哲　哉
　　　　文 教 部 長　　池　田　里　恵
　　　　生活指導部長　　森　岡　浩　一
　　　　年次委員長　　渋　谷　哲　哉（３年）　 菅　原　壮　史（２年）　 佐　藤　真　史（１年）
　　　　会計監査委員　　森　岡　浩　一（３年）　 土　門　健太郎（２年）　 三　浦　勇　治（１年）
　　　　学 校 理 事　　教頭、事務長、みらい魅力室２名、教務キャリア部長、生徒保健部長
　　　　　　　　　　　　各年次主任、各年次担任

　オ　運　　　　　営
　　　　総　　会（定例年１回）　　理事会（年３回）
　　　　文教部会（年２回）　　　　年次ＰＴＡ及び年次懇談会（年２～３回）

（２）後　援　会
　ア　組織及び目的
　　�　昭和35年度以降の本校の卒業生の保護者、及び本会の目的に賛同するものを以って組織し、学校
の施設設備の充実、運営に関する協力を行い、学校の発展を後援することを目的とする。

　イ　本 年 度 役 員
　　　　会　長　　太　田　桂　樹（前年度ＰＴＡ会長）
　　　　副会長　　伊　藤　健　太（前年度 3年次委員長）　　池　田　貴　之（校長）
　　　　監　事　　松　本　亜紀子　　阿　曽　光　利
　　　　事務局　　教頭、事務長、みらい魅力室

（３）同　窓　会
　ア　重 点 目 標
　　　本部並びに支部活動を活発にし、母校の発展に貢献するとともに会員相互の研修と親睦を図る。
　イ　機構及び運営
　　　　会　長　　髙　橋　冠　治
　　　　副会長　　畠　中　光　一　　後　藤　い　く
　　　　顧　問　　池　田　貴　之（校長）
　　　　理　事（支部長）
　　　　　　　　　池　田　恒　紀　　齋　藤　仁　八　　鳴　瀬　良　勝
　　　　　　　　　髙　橋　　　光　　兵　藤　正　志
　　　　監　事　　髙　橋　淳　史　　那　須　正　幸　　時　田　正　治
　　　　事務局長　　秋　野　傳　二
　　　　事務局　　本　間　　　賢
　　　　会　員　　8,329名（令和 7年度入会20名追加）
　　　　総　会　　定例年１回
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　校章の図案は、昭和23年4月県立高校に移管されたのに伴い校内公募され、全校投票によって
当時在学中の阿部民雄氏の「鳥海ふすま」を図案化した作品に決まった。その後、若干の色付け
等修正が加えられ現在のものとなったものである。

― 校　章　の　由　来 ―

　校歌は昭和 25 年、当時の職員  小林智彦先生の弟 金子智一氏を通じて、詩人 大木惇夫氏に
作詞を、飯田信夫氏に作曲をしていただいたものである。
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